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僕たちがまず、今、しなくてはならないことは、そういった実感にできる限り数多く、身を浸すことだ
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キャンパス 
 

IIEL Greenwich Campus-Charlton House

（CH） 

Charlton House, Charlton Road, Charl-

ton, London SE7 8RE 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 
 

ここでは、「日本語教育」「児童英語教育」

に真剣に取り組もうと考え、英国国際教

育研究所で勉強を始められる皆さんに、

この課程で勉強をするに当たっての基本

的な考え方と具体的な勉強方法につい

て、簡単にご紹介いたします。 

まず大切なことは、「自分の力で問題を解

決する姿勢」を身につけることです。日本

の中高等教育や大学での勉強の多くは、

「正しい」とされているものを「知る（覚え

る）」ことに重点が置かれていますが、こ

の課程の中では、いろいろな学説や考え

方を自分の視点でとらえ、その真偽を論

理立てて考えていくことが要求されます。

もちろん基本的な知識は必要ですし、ほ

かの学者がどう言っているかということを

知ることは、自分自身の視点を定める上

で大変重要なことであるのは言うまでもあ

りませんが、それだけでは不十分です。

いろいろな考え方を探って（本を読んだ

り、講義を聴いたりして）それを自分の頭

で判断し、自分自身の言葉で表現する、

それが勉強（研究）するということです。そ

うすることによって、この課程を終える段

階で「自分の力で問題を解決する力」を身

につけていただきたいと考えています。 

おそらく今までの多くの学生たちがそうで

あったように、皆さんは、この課程での勉

強の質の高さと要求される努力の量に、

はじめは戸惑いをもたれるかもしれませ

ん。行き詰まりを感じたときには、遠慮な

く、先生に相談してください。先生たちは、

暖かく、かつ、厳しく、いろいろな相談に

のってくれます。 

また、既に教授経験のある方や大学院レ

ベルの勉強を日本で経験された方も、ゼ

ロからの出発のつもりで学問に取り組ん

でください。より大きな成果が得られるは

ずです。 
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キャンパス内施設（CH） 
 

1．コーディネート・ルーム 

開館時間： 

月～金 午前9時30分～午後6時00分 

（祝祭日・バンクホリデーを除く） 

 

 

2．参考文献室 

外国語教育に関する文献が豊富に揃っ

ており、自由に閲覧可能。貸し出しも行

なっています。また、学生用コピー機を設

置していますので、自由に使うことができ

ます（有料）。 

 

開館時間： 

月～金 午前9時30分～午後6時00分

（祝祭日・バンクホリデーを除く） 

 

＜コピー機の利用について＞ 

参考文献室にてコピーカードを購入して

ください。コピー代はA4サイズが1枚6ペ

ンス、A3サイズが1枚12ペンスです。 

 

※コーディネート・ルーム、参考文献室の

開館時間は変更される場合があります。 

 

 

3．Charlton House Café 

Charlton House Caféでは昼食をとること

ができます。昼食を持参する場合は、教

室で飲食できます。 

4．Charlton House Public Library  

当研究所の学生にはLibrary Cardが配

布されますので、本やビデオが借りられ

ます。 

また、館内は、WIFI（ワイファイ）が利用

できますので（無料）、無線ラン対応の

PCを持ち込めばインターネットにつなぐ

ことができます。また、学習用のフリース

ペースがあるので、自由に自習等に使

用できます。加えて、キャンパス近くの

Woolwich Library、Blackheath Libraryで

は、コ ピ ー 機（有 料）、コ ン ピ ュ ー タ（無

料）、プリンター（有料）が利用できます。 

 

 

5．自習室、掲示板 

授業時間外は自習室の利用が可能で

す。また、掲示板にて学生への各種連絡

事項を掲載していますので、登下校時に

確認してください。 

学問は楽しい 勉強に関する基本的な事柄 

学生相談室 
 

学生相談室では学生生

活全般に関する各種ア

ドバイスやサポートを行

なっています。学生生

活において何かあった

場合は一人で悩まず、

学生相談室にご相談く

ださい。解決に向けお

手 伝 い い た し ま す の

で、お気軽にご相談くだ

さい。また、各種証明書

（在 学 証 明 書 等）発 行

の申込受付等も行なっ

ています。 
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ロンドン・グリニッジ地区 
 

ロンドンは世界で最も治安のよい大都市

の一つと言われています。一人で暗い夜

道を歩いたり、知らない人についていった

りしなければ、まず危険なことはありませ

ん。Greenwich CampusのあるGreenwich

地区はロンドン南東部に位置し、旧天文

台をはじめとする歴史的建造物や英国

フットボールクラブのCharlton Athleticsの

ホームグラウンド等があり、観光地として

は有名ですが、地域社会の中での学業

生活では、観光や短期滞在だけでは決し

て得ることのできない貴重な体験ができ

るでしょう。そして、そこに暮らす人々の人

種、国籍、文化、宗教、生活様式等の多

様さに触れることができるはずです。 

 

 

 

英国の気候・天気、服装 
 

1．英国の気候・天気 

英国の気候はおおむね温暖ですが、曇り

がちな天気が多いのが特徴です。北緯に

位置する国のため、夏の長い夕方のひと

時を楽しむことが出来ますし、年間を通し

て比較的気持ちの良い天気の日が多くあ

ります。日によって多少の相違はあるもの

の、一般的には夏(6月～8月) は14度から

30度、冬（12月～2月）は1度から4度となり

ます。 

 

2．服装 

季節にかかわらず、英国の気候は1日の

内でも変わりやすいので、夏でも羽織れ

るものを用意されるとよいでしょう。冬場

はあたたかなセーターとコートは欠かせま

せん。 

なお、コースには他教育機関への訪問や

教育実習等が含まれていますので、教師

として相応しい服装を心がけてください

（就職活動時の服装を考えてもらえれば

よい）。 

渡英準備・出発 
 
勉強に必要な書籍、衣類、その他の準備

は出来る限り早くしましょう。渡航直前に

慌てないためにも、何が必要であるかま

ずはじっくり検討しましょう。パスポートや

ビザの準備につきましては『ビザに関する

お知らせ』をご覧ください。 

 

 

 

英国到着後（滞在先への移動） 
 
到着後、切符の買い方や、どの電車に

乗ったらいいのか分からないということに

ならないためにも、情報は事前に準備し

ておく必要があります。ほとんどのガイド

ブックには、地下鉄の地図から切符の買

い方、空港内の地図まで載っています。

また、簡単な道の訊ね方等も予め覚えて

おきましょう。 

 

＜便利情報源・アイテム＞ 

 

［空港］ 

www.heathrowairport.com 

www.londoncityairport.com 

［交通に関する情報］ 

www.transportforlondon.gov.uk 

www.nationalrail.co.uk 

www.heathrowexpress.com 

www.heathrowconnect.com 

［地図］ 

www.streetmap.co.uk 

www.multimap.com 

 

『A to Z』 

ロンドンの全ての通りには、名前がつけ

られており、その名前さえ分かれば場

所を調べられる『London A to Z』（通称

『エー・トゥー・ゼット』）という地図が売ら

れています。大変便利ですので購入す

ることをお勧めします。 



 

 

移動① ロンドン・ヒースロー空港から滞在先（ロンドン南東部）へ 

 

ロンドン・ヒースロー空港からはHeathrow Express、Heathrow Connectを利用すると簡単にロンドン市内中心部に入ること

ができます。なお、タクシーを利用する場合は、いわゆるロンドン・タクシー（黒色の箱型タクシー）を利用しましょう。以下は

空港から地下鉄North Greenwich駅までの行程です。 
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ロンドンでの生活 

移動② ロンドン・シティ空港から滞在先へ 

 

ロンドン・シティ空港はテムズ川を挟んで本部キャンパスのあるGreenwichエリアの北側にあります。日本からの直行便は

ありませんが、2009年1月にWoolwich Arsenal駅が開通し、滞在先がロンドン南東部（SEエリア）の場合は、大変近くて便

利です。以下はシティ空港からDLR Woolwich Arsenal駅までの行程です。 

● Heathrow Expressを使った場合 
 

ヒースロー空港  25.00ポンド 

↓Heathrow Express  15分 

Paddington駅    2.90ポンド 

↓地下鉄Bakerloo線  05分 

Baker Street駅 

↓地下鉄Jubilee線  24分 

North Greenwich駅 

↓タクシー 

滞在先 

［チケット料金：27.90ポンド］ 

● London undergroundを使った場合 
 

ヒースロー空港  5.10ポンド 

↓地下鉄 Piccadilly線  45分 

Green Park駅 

↓地下鉄Jubilee線  19分 

North Greenwich駅 

↓タクシー 

滞在先 

［チケット料金：5.10ポンド］ 

シティ空港  1.70ポンド 

↓Docklands Light Railways 06分 

Woolwich Arsenal駅 

↓タクシー 

滞在先 

［チケット料金：1.70ポンド］ 

※タクシー料金は場所により異なります。 

※所要時間には乗り換え等にかかる時間は含みません。 

※最後のページの地下鉄マップを併せてご覧ください。 
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住居 
 

1．アコモデーション制度を利用する（ホー

ムステイ） 

初めて英国に来られる方は、英国国際教

育研究所のアコモデーション制度を利用

されるとよいでしょう。滞在先は主にロンド

ン南東部になります。万一、トラブル等が

生じた場合は、研究所学生相談室が早期

解決のための相談、お手伝い等をしま

す。もちろん、まずは自身で問題を解決し

ようとする姿勢が必要になります。 

英国で生活する上で注意すべきことは、

相手の人種、宗教、文化、家庭環境等に

対して尊重する気持ちを忘れないというこ

とです。また、自分は外国人であるという

こと、そして、英国に教師になる勉強をす

るために来ているということを自覚するこ

とが肝心です。 

 

2．フラット等を個人で探す 

口コミや新聞雑誌等の広告、不動産屋、

インターネット等で情報を得ることができ

ます。一般的に日本ほど部屋を借りる際

の手続きが煩雑ではありません。通常、

礼金はありませんが、DEPOSIT（保証金）

は払う必要があります。しかし、特に部屋

を汚したり、何か壊してしまったりしなけれ

ば、契約解約時に戻ってきます。また、外

国人だからといって部屋を貸してもらえな

いということはありません。様々な制約が

なく気楽なのが一人暮しの利点ですが、

ホームステイやフラットシェアに比べて、

日常で英語を使う機会が減るので、自分

にあったものを選びましょう。研究所の学

生相談室にて住まいの探し方や契約の

際の注意点等案内していますので、お問

い合わせください。 

 

3．在留届 

英国に3ヶ月以上滞在する人は、在ロンド

ン日本国総領事館に在留届を提出する

義務があります。郵送、オンラインでも手

続きができます。 

 

＜在ロンドン日本国総領事館＞ 

 

［連絡先］ 

Consulate-General of Japan at London 

101-104 Piccadilly, London W1V 9FN 

TEL: 020 7465 6565 

FAX: 020 7491 9328（代表） 

［最寄り駅］  

地下鉄Green Park駅 

［受付時間］ 

月～金（日本、英国の祝祭日を除く） 

午前9時30分～午後4時30分 

http://www.uk.emb-japan.go.jp/jp/

index.html 

医療 
 

1．NHS（National Health Service） 

6ヶ月未満の短期滞在者についても、

NHS（National Health Service）の公的医

療サービスを受けることができます（有

料）。 

 

2．私費医療 

医療サービスは全て有料ですが、予約を

取れば、すぐに専門医の診察が受けられ

ます。ロンドンには、日本人医師によるプ

ライベート診療所もあります。利用する際

には、事前に料金や海外旅行保険の適

用について問い合わせてください。ことば

の心配がある方は、出発前に海外旅行保

険に加入されることをお勧めします。以下

は、ロンドンにある日系の病院です。 

 



 

 

08 

ロンドンでの生活 

＜ロンドンにある日系の病院＞ 
 

日本クラブ診療所  

Nippon Club Medical Clinic 

北診療所 

Hospital of St John and St Elizabeth, 

60 Grove End Road, St John's Wood, 

London NW8 9NH 

TEL: 020 7266 1121 

FAX: 020 7266 1107 

 

ジャパングリーンメディカルセンター  

Japan Green Medical Centre 

シティ本院 

10 Throgmorton Avenue, London 

EC2N 2DL 

TEL: 020 7330 1750 

アクトン分院 

Unit7-8, Acton Hill Mews, 310-328 

Uxbridge Road, London W3 9QN 

TEL: 020 7330 1750 

 

ロンドン医療センター  

London Iryo Centre 

234-236 Hendon Way, Hendon Cen-

tral, London NW4 3NE 

TEL: 020 8202 7272 

3．歯科医 

海外旅行者保険が適用されない場合が

多いので渡英前に虫歯のある方は治療し

ておいたほうがよいでしょう。詳しくは、保

険会社または直接歯科医院に問い合わ

せてください。 

 

4．検眼 

視力検査は眼鏡店でも受けられます。

（有料） 

 

5．薬 

処 方 箋 の い ら な い 薬 は、直 接、薬 局

（Pharmacy）で購入することができます。

頭痛薬や胃薬なども、処方箋なしで買え

ます。 

 

※慢性疾患のある方は、かかりつけの医

師の診断書、紹介書を英文でもらうとよい

でしょう。薬は商品名ではなく成分で書い

てもらいましょう。 

 

6．救急のとき 

救 急 車 を 呼 ぶ に は、“999” に 電 話 を し

て “Ambulance,  please” と言 い、住所、氏

名、病状等を伝えてください。 

 

＜主な救急病院＞ 
 

Queen Elizabeth Hospital 

Stadium Road, Woolwich,  

London SE18 4QH  

TEL: 020 8836 6000 
 

Lewisham Hospital 

Lewisham High Street, Lewisham,  

London SE13 6LH  

TEL: 020 8333 3000 
 

University College Hospital 

235 Euston Road, London NW1 2BU 

TEL: 020 7387 9300 
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お金 
 

多額の現金を持ち歩いたり、家に置いた

りしない方が安全です。銀行のATMは通

常24時間利用できますが、1日もしくは1週

間に引き出せる額が決まっています。 

 

1．銀行口座開設 

日本の預金口座から直接、現金(ポンド)

を引き出すことができるキャッシュカードを

作ってくると便利で安心です。都市銀行等

で作成できます。 

 

2. キャッシュパスポート 

事前に利用したい金額を入金するプリペ

イドタイプのカードです。MasterCard®対

応のATMで現地通貨の引き出し、また、

MasterCard®加盟店（海外）での食事や

買い物の決済ができます。詳しくは以下

のウェブサイトをご覧ください。 

http://www.jpcashpassport.jp/ 

 

（2019年1月15日現在） 

1．地下鉄、バス、鉄道 

ロンドンは地下鉄、バス、鉄道ともに大変

便利で安全です。各主要駅で路線地図が

もらえます。運賃はゾーン制で、そのゾー

ン内ならどこで乗り降りしても料金は同じ

です。 

 

①Travel Card 

1日乗り放題のOne Day Travel Cardや、1

週間、1ヶ月、1年間単位の定期券（Travel 

Card）が購入できます。Travel Cardは駅

のチケット・オフィスまたはニュース・エー

ジェントで購入できます。 

 

②Oyster Card 

オイスター・カードはロンドンの交通機関

用 の プ リ ペ イ ド カ ー ド で す。日 本 の

「PASMO」のようなもので、乗った分だけ

支払う方式です。オイスター・カードを利

用すると現金で切符を買うよりずっとお得

になります。加えて、トラベルカードとして

も利用できます。オイスター・カードは駅

のチケット・オフィス等で購入可能です。 

詳しくは以下のウェブサイトをご覧くださ

い。 

http://www.tfl.gov.uk/fares-and-payments/

oyster/what-is-oyster 

 

 

 

 

 

 

＜割引例＞ 

 

地下鉄料金（片道） 

Zone-1- 4：5.90ポンド（通常）→3.90ポンド 

Zone 2- 3：4.90ポンド（通常）→1.70ポンド 

Zone 2- 4：4.90ポンド（通常）→2.40ポンド 

 

バス料金（乗車1回につき） 

1.50ポンド  

※バスの運賃は現金での支払いができません。 

 

交通 
 

ロンドンの交通機関（地下鉄、バス、鉄

道、タクシー等）はとても便利で安全で

す。交通機関のネットワークがロンドンの

隅々まで伸びており、どこにいても、必ず

近くに駅やバス停を見つけることができる

でしょう。 
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郵便料金の目安 
 

［国内郵便］  

手紙・はがき（100g迄） 

1st Class*1  : 67ペンス～ 

2nd Class*2: 58ペンス～ 
*1 翌日配達 
*2 三日以内に配達  

  

［国際郵便］ 

日本宛10gまでの手紙・ 

はがき（一律） 

：2.25ポンド 

ロンドンでの生活 

2．タクシー 

タクシーにはいわゆるロンドン・タクシー

（黒色の箱型タクシー）とミニ・キャブとが

あります。ロンドン・タクシーに乗る際は、

行く先を最初に告げ、ドアを自分で開けて

後部座席に乗ります。ロンドン･タクシーの

運転手はロンドン内の通りの名前は大抵

覚えているので、住所が分かればそこま

で送り届けてくれます。料金は乗車人数、

荷物の数、夜間かどうか、週末かどうか

によって違います。料金の10％程度の

チップを渡すのが普通です。ミニ・キャブ

は、電話で呼んで来てもらいます。認可な

しに営業しているミニ・キャブを利用して

はいけません。また、一人で乗るときに、

助手席に座ったりしてはいけません。ミ

ニ・キャブの料金はチップ込みと考えても

構いませんが事前に必ず値段を確認しま

す。 

 

 

電話、郵便等 
 

1．電話 

公衆電話（Payphone）は、BRITISH TELE-

COM （BT）やその他の電話会社のもの

があります。クレジットカードのみが使える

もの、その会社のテレホンカードとクレ

ジットカードの両方が使えるもの、コインで

かけられるものなどの種類があります。 

日本への直通電話は、0081+［市外電話

の初めの0を除いた電話番号］です。日本

からかける場合のイギリスの国番号は

0044です。最近は国際電話を取り扱う会

社（KDDI、Swift Call等）が多くあり、安い

もので日本へ1分10ペンス前後からかけ

られます。各取扱会社に加入して利用す

る場合と、街のニュース・エージェント等で

販売されているインターナショナル・テレ

ホンカードを購入して利用する場合とがあ

ります。テレホンカード裏面にあるアクセ

スナンバーに電話をし、案内に従います。

このタイプのテレホンカードは、大抵、国

内通話にも利用できます。各会社により、 

多少かけ方が違いますので、購入時に確

認します。 

 

2. 携帯電話 

英国では日本国内と同様に携帯電話が

割安で普及しています。ホームステイ等を

する方には便利でしょう。主な携帯電話

会社にはO2、Vodafone、EE、3、Virgin、等

があり、各社で料金、サービス等が異なり

ます。携帯電話を持っている学生の方々

は、主に「Pay as you Go」、「Pay and Go」

と呼ばれる、基本料金のいらないプリペイ

ド式を利用しているようです。なお、SIMフ

リーのiPhoneなどをお持ちの場合は、イギ

リスでSIMカードを購入すれば日本で使用

している iPhoneがイギリスでも使えます

（※SIMフリーの携帯電話の場合のみ）。  

 

3．郵便局 

郵便局には、POST OFFICEの看板が掛

かっており、目立つのですぐに見つけられ

ます。また、TOWN SUB POST OFFICEと

いってニュース・エージェントの中にあるも

のもあります。郵便局では郵便物の取扱

のみならず、電話や水道料金等の支払い

ができます。郵便料金表は郵便局でもら

えます。 
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電気製品 
 

通常、日本で使っている電気製品は、そ

のままではイギリスで使うことができませ

ん（240V対応のものは除く）。変圧器が必

要です。変圧器が必要でないもの（海外

仕様の製品やPCのアダプター等)を使う

場合も、プラグの形状が違うのでアダプ

ター（三つ又コンセント）が必要です。 

イギリスでは、テレビを家庭で鑑賞する場

合、ライセンスが必要となります。ホーム

ステイの場合は必要ありませんが、一人

暮らしでテレビを所有する場合は必要で

す。郵便局等でライセンスを購入できま

す。 

 

 

 

コンピュータ 
 

既にノートパソコンをお持ちの場合は、持

参すると便利でしょう。なお、レポート課題

等は、必ずPCで作成しなければならない

という訳ではありません。プリンターにつ

いては、キャンパス内に設置している学

生用のプリンターの利用が可能です（有

料）。また、安いプリンターを英国で購入し

て、帰国時に売って帰る学生もいます。 

 

 

 

ホームステイ先でのインター
ネットの利用 
 

ホームステイ先でのインターネットの利用

については、（映画や音楽など容量が大

きいものをダウンロードしないなど）各滞

在先のルールに従って使用してください。 

なお、英国でもモバイルブロードバンド・

サービスが利用可能です。場所を問わず

いつでもどこでもインターネットに接続でき

るサービスです。家電量販店や携帯電話

ショップ等でUSBタイプのモデムを購入で

きます。 

また、Public Library や街のインターネッ

ト・カフェを使うのもいいでしょう。中には、

日本語を使用できる環境のPCが置いて

ある所もあります。 

 

 

 

 

 

食事 
 

ロンドンでは、様々な国の食文化に触れ

ることができます。日本食もずいぶんと浸

透してきたようです。食事の内容は滞在

先によって様々ですが、一般的に以下の

ような内容です。朝食はトーストやコーン

フレークとミルク等、昼食はサンドウィッチ

やフルーツ、夕食はパスタやポテトを主食

としてメインとサイド・ディッシュといった具

合です。なお、ホームステイ先では、栄養

の偏りのないように、配慮された食事が

出されます。一人暮らしの場合は、外食を

すると割高になりますが、自炊をする分に

はそれほど高くはないでしょう。英国内の

大 手 ス ー パ ー に は、TESCO、ASDA、

SAINSBURYS等があり、世界各国の様々

な食材が揃っています。日本の食料品を

含め、ロンドンでは大抵のものは手に入

れることが出来ます。 
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荷物の送付について 
 

出発前に現地に荷物を

送る場合は、ご自身で

受け取れるように手配

してください。ホストファ

ミリーが不在の場合は

返送される場合があり

ます。また、念のため荷

物を発送した旨連絡し

ておくのがよ いでしょ

う。 

 

［取扱業者］ 

日本郵便 

 「SAL便」、「EMS」他 

 TEL: 0120 593155 

 

クロネコヤマト 

 「留学宅急便」 

 TEL: 0120 593125 

ロンドンでの生活 

 

 

 

国際学生証（ISIC） 
 

ISIC と は、INTERNATIONAL  STUDENT 

IDENTITY CARDの略です。WYSETC（世

界青年学生教育旅行連盟）の発行する世

界共通の国際学生証です。ISICを持って

いると、様々な学割特典を利用することが

できます。 

詳しくは以下のウェブサイトをご覧くださ

い。 

 

＜国際学生証（ISIC）＞ 

 

ISIC UK  

https://www.myisic.co.uk/ 

 

 

 

 

 

その他 
 

1．喫煙 

英国では2007年7月1日より、公共の屋内

スペースにおける喫煙が禁止となり、喫

煙した場合は違法となります。くれぐれも

注意してください。 

 

 

2．飲酒 

公共交通機関での飲酒は禁止されていま

す。 

 

3．ドラッグ 

使用や売買はもちろんのこと、所持してい

るだけでも違法です。トラブルに巻き込ま

れないためにも、ドラッグには決して近づ

かないようにしましょう。 

 

4．交通ルール 

日本と同様に車は左側通行です。自転車

は車道を走らなければいけませんので注

意が必要です。交通量の多い道路や、幅

の広い道路では必ず横断歩道を渡るよう

にしましょう。運転には、英国の運転免許

証もしくは国際運転免許証が必要です。 
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便利な電話番号 
 

英国国際教育研究所（Greenwich Campus- Charlton House） 

 代表   020 8331 3100 

 教務室   020 8331 3101／020 8331 3104 

 学生相談室  020 8331 3100 

 事務局閉館中緊急時 07956 180123 

 

日本国総領事館   020 7465 6565 

 

日本への電話のかけ方 

 直通    0081＋（最初の0を除いた市外局番＋市内局番） 

 国際オペレーターコール 155 

 日本人オペレーター 0800 89 0081 

 

電話番号案内 

 国内   118 500 

 海外   118 505 

 

忘れ物（バス･地下鉄・タクシー） 0343 222 1234  

London Travel Information 020 7222 1234 

National Rail Enquiries  08457 484 950 

Greenwich Police Station  020 8853 1212 

Woolwich Police Station  020 8284 9826 

 

緊急時 

 999 救急車（Ambulance「アンビュランス」と言い、住所を告げる。緊急時に限る） 

 999 警察（Police「ポリス」と言い、住所を告げる。緊急時に限る） 

 999 消防（Fire「ファイア」と言い、住所を告げる。緊急時に限る） 

ロンドンでの生活 
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参考資料・website 
 

クロスメディア・リミテッド,2008, 「RED UK生活2009 vol.19」クロスメディア・リミテッド 

UK Visa and Immigration  https://www.gov.uk/government/organisations/uk-visas-and 

                                       -immigration 

英国ビザ申請センター http://www.vfs-uk-jp.com/japan/index.aspx 

Transport for London http://www.tfl.gov.uk/ 

National Rail Enquiries http://nationalrail.co.uk/ 

Heathrow express https://www.heathrowexpress.com/ 

Heathrow connect https://www.heathrowconnect.com/ 

Royal Mail  http://www.royalmail.com 

Yell    http://www.yell.com 

英国政府観光庁  http://www.visitbritain.jp/ 

参考資料・あとがき 

あとがき 
 
イギリスでは、やはり英語が必要です。渡英までの間、少しでも英語

を勉強しましょう。ほとんどのガイドブックに、病気になったときや買

い物をするときに使う英語などが載っていますので、イギリスで生活

する間、手元に一冊は置いておきたいものです。海外生活を目前に

して、期待や不安の入り交じった気持ちでいると思います。しかし、

ここでは様々な人種、文化、言葉、宗教…etcを体感できるに違いあ

りません。イギリス生活を楽しく充実したものにするのは皆さん自身

です。そこから何を学ぶのかも皆さん次第なのです。机上の勉強だ

けが学習ではありません。研究所の日本人スタッフも皆「初めての

海外生活」を経験したことがあります。皆さんが行き詰まった時は迷

わず相談しください。できる限りのお手伝いをします。 
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Memo  
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注）冊子の中の資料は、2019年1月15日現在のものです。記載内容の

変更につきましては予めご了承ください。なお、この中に取り上げ

た問い合わせ先等は、この冊子を利用する英国国際教育研究所

の学生のためのものであり営利とはまったく関係ありません。 



 

 

IIEL, Charlton House, Charlton Road, Charlton, London SE7 8RE, UK 

Tel +44（0）20 8331 3100 E-mail enquiries@iiel.org.uk 
英国本部 

Website http://www.iiel.org.uk 


